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市政ひろば

　

志
知
高
校
跡
地
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
、地
元
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
主
な
団
体

か
ら
強
い
要
望
を
い
た
だ
く
中
、大
学

学
部
誘
致
に
奔
走
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

有
識
者
の
ご
尽
力
も
あ
り
、こ
の

度
、学
校
法
人
順
正
学
園
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、吉
備
国
際
大
学
の
学
部

を
誘
致
す
べ
く
先
日
、吉
備
国
際
大

学
学
部
設
置
基
本
協
定
書
調
印
式
を

行
い
、大
学
学
部
設
置
を
正
式
に
進
め

る
こ
と
の
確
認
を
い
た
し
ま
し
た
。ま

た
、志
知
高
校
跡
地
の
土
地
、建
物
は

県
の
所
有
で
す
が
、井
戸
知
事
に
は
、

県
と
し
て
歓
迎
す
る
、活
用
し
て
い
た

だ
い
た
ら
と
の
お
言
葉
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

併
せ
て
、内
藤
正
明
京
都
大
学
名
誉

教
授
や
加
古
敏
之
神
戸
大
学
名
誉
教

授
の
先
生
方
が
、熱
心
に
お
取
り
組
み

い
た
だ
き
、日
本
を
代
表
し
モ
デ
ル
と

な
る
大
学
学
部
の
設
置
を
め
ざ
し
準
備

を
す
す
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

大
学
の
内
容
は
、❶
農
を
主
と
す

る
地
域
再
生
を
目
指
す
学
部
、❷
１

学
年
60
名
程
度
、４
学
年
で
２
４
０
名

規
模
、❸（
仮
称
）南
あ
わ
じ
志
知
キ
ャ

ン
パ
ス
地
域
創
成
農
学
部
❹
平
成
25

年
４
月
開
校
を
目
標
と
す
る
な
ど
を

骨
子
と
し
て
、土
地
、建
物
の
対
応
や

市
と
し
て
の
支
援
策
な
ど
、順
正
学
園

や
県
と
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。一

方
、農
学
部
で
学
生
は
来
る
の
か
、卒

業
生
の
就
職
先
は
あ
る
の
か
、大
学
が

持
続
で
き
る
の
か
、費
用
対
効
果
が
あ

る
の
か
な
ど
心
配
さ
れ
る
方
も
お
ら

れ
ま
す
。リ
ス
ク
や
課
題
は
ど
ん
な

事
業
も
施
策
で
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、市
の
将
来
を
真
剣
に
考
え

る
と
、農
漁
業
の
大
産
地
で
あ
り
な

が
ら
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り

就
業
人
口
が
極
端
に
減
少
し
て
お
り

ま
す
。所
得
の
確
保
や
産
業
と
し
て
の

持
続
を
成
し
遂
げ
る
に
は
、大
学
学

部
誘
致
を
一
つ
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉

大
学
学
部
誘
致
に
向
け
本
格
的
に
始
動

え
攻
め
の
市
政
を
展
開
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

内
藤
先
生
や
加
古
先
生
の
知
識
や

経
験
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
に

生
か
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、地
域

や
団
体
組
織
と
綿
密
な
連
携
を
図

り
、共
同
研
究
や
商
品
開
発
、生
産
体

制
の
強
化
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
な

ど
、「
飯
の
食
え
る
農
業
」「
農
と
食
の

持
続
」「
地
域
再
生
」を
テ
ー
マ
に
あ

ら
ゆ
る
仕
組
み
づ
く
り
や
仕
掛
け
づ

く
り
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

先
日
、市
内
各
種
団
体
の
皆
様
の

ご
支
援
を
得
て
、大
学
誘
致
推
進
協

議
会
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。地
域
と
大
学
が
連
携
し
、ふ
る

さ
と
資
源
豊
な
市
の
潜
在
的
な
能

力
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、島
内
外
か
ら
若
者
が
集
い
文
化

度
が
ア
ッ
プ
す
る
飛
躍
の
機
会
と
し

て
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、単

な
る
大
学
誘
致
で
は
な
く
、地
域
が

主
体
的
に
大
学
学
部
を
活
用
し
支

援
す
る
と
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
被
災
地
へ
の
義
援
金

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
者
の

復
興
支
援
の
た
め
、
義
援
金
を

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

義
援
金
総
額
※
10
月
21
日
現
在

　

２
３
５
４
万
６
８
７
１
円

❶
個
人
・
団
体　

３
２
８
件

　

１
８
５
９
万
１
５
５
９
円

❷
義
援
金
箱
に
寄
せ
ら
れ
た
も
の

　

４
９
５
万
５
３
１
２
円

問
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
44
・
３
０
０
７

　作品を出せなかった人や来年は応募してみようという人に一般
席を抽選で手配します。※詳細は市ホームページにも掲載
優先順位　グループに小～高校生が含まれていること、または子ど
も同士（小～高校生）、次に大人だけの参加となりますのでご了承く
ださい※大会当日、子どもの確認、身分証、学生証の提示を求めます
募集人数　500人
申込方法　右のような往復はがきにて１人１通に限り応募できます
◆その他　翌年のブロック大会に、作品を応募して頂ければ
優先的に席をご用意します。応募については事務局までご連
絡ください。提出は11月15日（火）までです
問実行委員会事務局（生涯学習文化振興課内）☎37-3020

12月３日（土）13:00～
会場：文化体育館

　子どもたちが作成した3分間のビデオ作品でアジアの頂点を決める大会です。芸能界からたくさんの応

援団が来て歌などのパフォーマンスも行われます。初めて淡路島で実施する祭典の鑑賞者を募集します。

◆鑑賞者申込（申込締切は11月10日（木）※当日消印有効）

❶
住
所
❷
名
前
❸
年
齢

※
参
加
希
望
者
は
全
員
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も

は
学
校
名
、
学
年
ま
で
記

入
。
参
加
者
は
４
人
ま
で

※
会
場
ま
で
の
交
通
手
段
（
自

家
用
車
、
公
共
交
通
機
関

な
ど
）❶

郵
便
番
号

❷
住
所

❸
名
前

返信

無
記
入

南
あ
わ
じ
市

湊
90
‐
１

教
育
委
員
会
内

ア
ジ
ア
子
ど
も
映

画
祭
実
行
委
員
会

事
務
局
行

656  0393往信《記入例》

アジア国際子ども映画祭
本選大会鑑賞者募集

　
「
暴
力
追
放
・
安
全
安
心
ま
ち

づ
く
り
市
民
大
会
」が
10
月
18
日
、

西
淡
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
長
年
地
域
の
中
で
安

全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し

た
次
の
方
々
に
表
彰
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

受
賞
者
一
覧
（
敬
称
略
）

◆
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
防
犯
栄

誉
銅
章
表
彰
＝
榎
本
紘
一
良
（
福

良
）◆
兵
庫
県
防
犯
協
会
連
合
会
表

彰
＝
下
村
忠（
松
帆
）、溝
口
薫（
福

良
）、兵
庫
県
立
淡
路
三
原
高
等
学

校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
◆
南
あ

わ
じ
防
犯
協
会
表
彰
＝
豊
田
克
文

（
志
知
）
、
西
脇
浩
文
（
広
田
）
、
佐

藤
繁
俊（
松
帆
）、蛭
子
八
重
子（
松

帆
）、船
瀬
や
よ
い（
湊
）、古
池
武
郎

（
福
良
）
市
地
区
自
治
会
防
犯
グ

暴
力
追
放
運
動
で
功
労
者
に
表
彰

ル
ー
プ
、八
木
地
区
青
少
年
健
全
育

成
推
進
連
絡
協
議
会
◆
南
あ
わ
じ

市
民
の
警
察
官「
ゆ
づ
る
は
賞
」表

彰
＝
鱗
忠
義
、山
下
幸
宏

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
通
じ

て
加
入
者
に
配
信
す
る
、
地
域
情

報
発
信
型
の
番
組
「
街
角
ト
レ

ジ
ャ
ー
ハ
ン
タ
ー
（
30
分
番
組
）」

の
撮
影
取
材
が
10
月
11
日
、
12
日

の
２
日
間
に
わ
た
り
市
内
各
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
番
組
は
、
関

西
一
円
の
「
Ｋ
‐
Ｃ
Ａ
Ｔ
eo
光
テ

レ
ビ
」
加
入
者
だ
け
で
は
な
く
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
全
国
に
配
信

南
あ
わ
じ
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信

Ｋ
‐
Ｃ
Ａ
Ｔ
eo
光
テ
レ
ビ

▲３年とらふぐと美福鍋の取材

さ
れ
て
い
る
素
晴
ら
し
い「
宝
物
」

を
探
し
に
出
掛
け
る
こ
と
が
コ
ン

セ
プ
ト
で
す
。
今
回
、
同
番
組
は

南
あ
わ
じ
が
誇
る
食
や
文
化
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
放
送
さ
れ
ま
す
。

中
田
市
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
始

め
、安
冨
白
土
瓦
や
淡
路
島
牧
場
、

　

10
月
３
日
か
ら
閉
館
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー

ミ
ナ
ル
で
す
が
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
・
体
育
館
等
の
体
育
施
設
に
つ

い
て
は
、
通
常
通
り
ご
使
用
に
な

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

　

☎
42
・
５
３
１
０

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
施
設
利
用

こ
ろ
島
神
社
、
レ
タ
ス
畑
と
い
っ

た
市
の
魅
力
を
取
材
し
ま
し
た
。

　

レ
ポ
ー
タ
ー
の
山
本
愛
子
さ
ん

と
撮
影
ス
タ
ッ
フ
は
「
初
め
て
経

験
す
る
こ
と
ば
か
り
で
興
味
津
々

で
終
始
楽
し
く
取
材
で
き
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

番
組
は
、
市
の
魅
力
が
凝
縮
さ

れ
た
内
容
に
出
来
上
が
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

▽
日
程　

11
月
２
日
（
水
）
〜

※
約
３
か
月
間
配
信
の
予
定

▽
ア
ド
レ
ス　

http://eonet.

jp/eohikari-ch/m
achikado/

さ
れ
、
誰
で
も
視
聴
で

き
ま
す
。
地
域
活
性
化

に
繋
が
る
よ
う
、
毎

回
関
西
圏
の
１
つ
の
自

治
体
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
、
地
域
の
最
新
の
情

報
と
伝
統
的
な
歴
史
や

文
化
、
経
済
、
社
会
な

ど
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

ど
の
町
、
ど
の
地
域

に
も
育
ま
れ
、
大
切
に

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
館
、
３
年
と

ら
ふ
ぐ
の
養
殖
場
、
３
年
と
ら

ふ
ぐ
を
使
っ
た
美み

福ふ
く

鍋
、
お
の

▲淡路人形浄瑠璃資料館で市の魅力について語
る中田市長

▲レタス畑で取材を受ける秦友保さん

▲サイクリングターミナルのテニスコー
ト（手前）と体育館

▲暴力追放・安全安心まちづくり市民大会（西淡公民館）




